
 

 

 

 

 

 

視覚障がい者誘導用ブロック敷設基準・同解説 
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まえがき 

 

建設局では、視覚障がい者の歩行環境を改善するために、昭和４２年以降、公共交通 

機関（駅、バス停留所）から視覚障がい者がよく利用する施設（公共施設、医療機関、 

福祉施設など）までの経路や、交通管理者が設置する音響信号機の新設に併せて交差点 

に視覚障がい者誘導用ブロックの敷設を行っている。 

敷設方法については、昭和５０年に当時の大阪市盲人福祉協会の協力のもと視覚障が 

い者の方への歩行実験を行い、当時の土木工事標準図集（平成１４年６月）に掲載して 

いる方法にて敷設していたところである。 

しかし、平成１２年１１月１５日に「高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用 

した移動の円滑化の促進に関する法律」（通称「交通バリアフリー法」）及び「道路の 

移動円滑化整備に関する基準」の施行を受け、「道路の移動円滑化整備ガイドライン」

（以下「ガイドライン」）が平成１５年１月に出版され、視覚障がい者誘導用ブロック 

の敷設方法についても明記されており、建設局が策定した従来の方法と多少の違いが生 

じていた。 

このようなことから、全国的なユニバーサルデザインやノーマライゼーションの思想 

が普及されつつあり、また視覚障がい者誘導用ブロックの形状についても従来定められ 

ていなかったが、平成１３年にＪＩＳ（日本工業規格）化されたことにより、全国的に 

統一された形状・敷設方法が求められていた。 

平成17年1月に策定した「視覚障害者誘導用ブロック敷設基準・同解説」は、従来の敷

設方法からガイドラインの方法へ移行することによる確認や、ガイドラインに記載の無い

方法及び歩道幅員、交差点形状などの様々な道路について、敷設方法の統一性を確保する

ために、視覚障がい者の歩行訓練を行っている訓練士の方へのヒアリングや、道路状況を

想定し実際に敷設した数種類の方法について、視覚障がい者に実際に歩行してもらうとと

もに、一部模型も使用したヒアリングを行い、それぞれの敷設方法についての意見を参考

に、大阪市の工夫を加えた指針であり、大阪市内の道路について新設、補修、改良などの

際の基準としたものである。 

 本改訂については、前回の策定以降、10数年経過しており、ガイドラインなどが改正さ

れていることから、改正内容を踏まえて改訂するものである。 
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